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設計業務の範囲等 

 

１．設計業務の範囲 

（１）基本設計 

一般業務は、令和６年国土交通省告示第８号別添１基本設計に関する標準業務のうち、

次による。 

○・設計条件等の整理 

○・法令上の諸条件の調査及び関係機関との打ち合わせ 

○・上下水道、ガス、電力、通信等の供給状況の調査及び関係機関との打ち合わせ 

○・基本設計方針の策定 

○・基本設計図書の作成 

○・概算工事費の検討 

○・基本設計内容の建築主への説明等 

（注）基本設計には次の業務を含むものとする。 

 ○・消防法協議 

 ○・現地調査 

 ○・別途発注の地質調査業務の現場立会及び調整 

 ○・維持管理費用概算の算出 

 ・その他 

 

２．業務の実施 

（１）一般事項 

ａ．設計業務は、提示された設計与条件、適用基準等によって行う。 

ｂ．積算基準は、監督職員の承諾を受けた基本設計図書及び適用基準等によって行う。 

（２）打合せ 

   打合せは次の時期に行う。 

 ａ．業務着手時 

 ｂ．監督職員又は管理技術者が必要と認めた時 

 ｃ．その他（犬山城調査整備委員会開催前（３回程度）） 

（３）適用基準等 

 ａ．国土交通大臣官房官庁営繕部が制定又は監修した次の基準等の最新版を適用する。 

 ○・公共建築工事標準仕様書（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編） 

 ○・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編） 

（４）成果物の納入場所     

犬山市教育委員会教育部歴史まちづくり課 

（５）成果物の扱いについて 

  提出されたＣＡＤデータについては、公共事業の円滑な執行を目的に、当該施設に係

る工事の請負業者等に貸与し、当該工事における施工図の作成及び当該施設の完成図

の作成等に使用することがある。 

（６）建設副産物対策 
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  材料の選定にあたっては、「愛知県建設副産物リサイクルガイドライン実施要綱」に基

づき、建設副産物対策（発生の抑制、再利用の促進、適正処理の徹底、再生資材の利

用促進）について検討し設計に反映させる。また、「愛知県あいくる材率先利用方針」

に基づき愛知県リサイクル資材評価制度で認定された材料の率先利用を図ること。 

（７）成果物引渡後の設計協力 

  成果物引渡後、設計図書、設計数量、関係機関との打合せ等この業務に関する疑義が

生じた場合は、その内容について説明するものとし、必要に応じて設計図書などの補

修を行うものとする。 

 

３．成果物等 

成果物は、次に掲げるものを標準とする。 

設計の種類 成果物 

(1)総合 ○・計画説明書 

○・仕様概要書 

○・仕上概要表 

○・面積表及び求積図 

○・敷地案内図 

○・配置図 

○・平面図（各階） 

○・断面図（２面以上） 

○・立面図（２面以上） 

○・透視図 

○・工事費概算書 

○・各種技術資料 

○・その他実施設計に必要な資料 

(2)構造 ○・構造計画説明書 

○・構造設計概要書 

○・工事費概算書 

(3)設備 (ⅰ)電気設備 ○・電気設備計画説明書 

○・電気設備設計概要書 

○・工事費概算書 

○・各種技術資料 

(ⅱ)給排水衛生設備 ○・給排水衛生設備計画説明書 

○・給排水衛生設備設計概要書 

○・工事費概算書 

○・各種技術資料 

(ⅲ)空調換気設備 ○・空調換気設備計画説明書 

○・空調換気設備設計概要書 

○・工事費概算書 

○・各種技術資料 
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（注１）上記のうち〇印のものを標準として提出する。ただし、設計内容により監督員と協議の上省略することができる。 

（注２）「総合」とは、建築物の意匠に関する設計並びに意匠、構造及び設備に関する設計をとりまとめる設計をいう。 

（注３）「構造」「電気設備」「給排水設備」及び「空調換気設備」の成果物は、「総合」の成果物の中に含むこともできる。 

（注４）「計画説明書」には、設計趣旨及び計画概要に関する記載を含む。 

（注５）「設計概要書」には、仕様概要及び計画図に関する記載を含む。 

（注６）基本設計図は、適宜、追加してもよい。 

（注７）成果物は、監督員の指示により製本し、原図はケース収納とする。 

（注８）成果物は、製本以外に電子データ（ＰＤＦ形式及びＪＷＷ形式又はＤＸＦ形式）で、各２部提出する。 

（注９）建築物の計画に応じ、作成されない図書がある場合がある。 


